A Supplementary Note on ”An Expression of Karman's Constant” by 松岡, 春樹 & MATSUOKA, Haruki
189 
“力JLマン定数のー表現"についての注意
松 同 春 樹普
A Supplementary Note on “An Expression of Karman's Constant" 
Haruki MATSUOKA 
(R配eivedApr. 13 ，1971) 
F仕stly，it is shown that， an approximate expression of von Karman's constant 
derived previously (Equation(2))， can be derived again without using the method 
of series expansion and trunca tion. 
Secondly， the truncation errors which have been left without estimation in 
the previous paper are estimated numerically (i) by employing a model and 
(i) by employing Monin's observation data. That the errors may be tolerable is 
per偲 ived.
1 はじめに を誘導し，次に3で，上述三式の truncationによる
前論文1)において，無限平面〈平地〉上での中立成 近似度の評価を(i)2のモデ〉レを用いた場合 (i)実
層の乱流境界層における高さ zでの平均流速民的が 際のデータを用いた場合について行なう O
対数法則
的〉=JHgfト (Z>zo) ???
に従う場合について，カfレマン定数κを，乱流構造の
概要を示す特性量で表現する次式を導いた。
2 z' 
κ~ÝT 〆戸 -・・・(2)
ここで， z'は refぽ encelevel zのある点で流体粒子
が流速の Z成分の偏僑がをもっ時
u' =u(z+z') -u(z) ・H ・，(3)
で定義される。ただし，がは実際の u'ではなく，運
動量の鉛直輸送にあずかる“連結乱子"2) の速度成分
を採る口上の近似式(2)を導出するに際して，無限級数
の truncationを3回行なった(前論文の式(3)，(6)， 
(的〉が，その近似度の定量的評価を一々行なわなかっ
た。(結果式およびそこに現われる因子については行
ない， 満足すべきものであることを知った〉。それで
上述の truncationの近似度について疑義が残ってし、
るO
本論文でこのギャップを埋めるため，まず. 2で，
あるモデルを用L、，無限級数展開を行なわずに結果式
様自然科学科
2 モデルにより無限級数展開審用いずに結果式を
導く己と
どの定義式(3)に(1)を用いて次式を得る。
ど={exp (え;-u')-1 }Z -・・・・ (4)
前論文同様“連結乱子"の仮定〈モデ、ル〉より
u'= -).w' (ω， .速度の鉛直成分〉
すると
UJE-uFh-÷u 
更に u'+， u'ー をがの代表としてとり，それぞれ
z'+， Z'ー を対応させ Z'+>o. z'_くO とすると，
Signu' + = +. Signu' _ =ー〈モデ‘ルの簡単化〉。この
モデルでは
_K u'=空己主-u'= (Signu')κ〆Z
U桂 lu'l
であるから， (引を用いると
ど+=(eκVλー1)z， z'ー=(e-KV^_ 1)2 
・… (5)
よって
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z'=(z二+z'_)/2=(coshKYA-l)z .・H ・.(6)
同様にして
Z'2= (z' +2+Z' _2)/2 
= (cosh2κ〆A-2coshκ〆え+1 )Z2 ..・H ・.(7)
(6)， (7)から
aκ〆i
Sinh2 
〆z'2-1 + 2sinh玩互
2 
これをκ下/A/2について，従ってκについて解くことは
容易である。叫がとz'/〆Z'2とで定まることは前論文
と同様である O
さて，前論文の結果式たる κの近似式白)が，式(8)の
近似式として得られることが次のようにしてわかるo
κ=0.4，え=1とすると，右辺分子=sinh0.2=0.2013 
ト字)，右辺分母=1 + 2 ><0.21032= 1ωル 1)
故に，右辺 =0.201刊組問 1民一方呼
一 ~κ〆A=0.2故に，右辺~一一一よって， (8)の近似式として
2 
2 z' 
κ= yT}7言7 ・H ・H ・-但)
が得られる。この近似の誤差 =0.2-0.185=0.015， 
， 
z 
-・・・・(8)
相対誤差=0.015+0.185 =0.081 
3 前論文の近似式 (3J， (6J， (9Jの誤差
の評価
問題の前論文の近似式は次のものであるく( Jの
中の数字は前論文での式番号): 
一一-du ---;r2 d2u 
(3 J z' d~ 十三2 (JZ2=0， 
(6J九九 -MZ，
1 一一一Idu ¥2 
(9 J V*2=y Z'2 ~ d~ ) 
これらの近似式の誤差の評価を2のモデルによって行
なった場合と実際のデータ(前論文で用いた Moninめ
のデータ〉によって行なった場合の結果は次の通りで
ある (Table1-a， b， c) 
計算には，式(1)，従って du/dz=v*/("z)を仮定し
た。 Moninのデータからの計算には前論文での計算
結果を用いた。ただし. [6 Jのどがの計算は別に
行なわねばならず，データから (e-p1V'- 1 )ω' の計
算を前論文のような手続き〈統計的計算によく用いら
れる方法〉で行なった。ここで P三 KA/併である。
Table 1 -a ， b ， cに見られるように， (3]， (6]， 
(9Jは可成りよい近似式とみられることがわかるo
Tablel-a 
式 (3J 相対誤差第 1項
0.0811v碁/κ
0.0801v*IK 
-0.0876v*/κ 
-0.0812v骨/κ
2のモデル
Moninのデータ
第 2項
??
-":0.080 
-0.012 
-0.0065v持/κ
-O.OOl1v*/κ 
Table1-b 
式 (6J 左辺 相対誤差
2のモデノレ
Moninのデータ
U骨2
0.0058 m2/s2 
右辺
1.027 V*2 
0.0057 m2/s2 
誤差
0.027 v梼2
-0.OOOlm2/s2 
0.027 
-0.002 
Table1-c 
式 (9J 相対誤差
?? ?
?
?2のモデル
Moninのデータ t，*2 
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正 誤 表
松岡春樹: カルマ γ定数のー表現，福井大工報， 16 (1968) 321~329 
頁 ;(丁- 吉F田t 正
321 19 acocrdance accordance 
d2u d2u 
Av持 dz2 川 dz2
323 5 
2 (::)2 ー 2 (~~ y 
323 14 κzに等 (近似的に)KZに等
323 下7 κ 〆Z'2 KA Y一五百2Aー〆で A 2 〆A
324 8 〆z'+2十z'_2 /2 y(z' +2+Z' _2)/2 
324 12 z'/〆z'+2+Z' _2 /2 z'/〆(z'+2+Zゾ)/2
324 下7 z〆五 pw'_ 1)2 z〆(e-p叩 '-1)2 
